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才立地遺跡の逼構 |四面庇掘立柱建物跡 |

ひづめだて

紫波町教育委員会が行つた埋蔵文化財発掘調査の成果を、広く町民にお知られせする

とともに文化財保護の観点から、 3月 3日 (日 )、 町情報交流館大スタジオでその報告会
が約 50名 出席の下に開催された。また、紫波町文化財関係団体協議会を構成している
13組織の活動報告も併せて行われた。
発掘調査報告は、令和 5年度において、桜町地区の本町り1原 (も とまちかわら)遺跡、

田頭 (たがしら)Ⅲ遺跡、才土地 (さ いとち)遺跡の3遺跡であり、いずれも宅地造成工事
に伴う緊急発掘調査であり、町教委の主任文化財専門員がスライドのより説明された。

特にめぼしいのは、東北本線喜代治踏切の東方に位置する田頭Ⅲ遺跡の堅穴建物跡が

発見され、その埋土中から火山灰 (十和田a:十和田火山の大噴火 西暦915年)力 検`出
された。このことから平安時代 (10世紀頃)の遺跡であることがわかった。

町教委の発掘調査報告後に、文fヒ財関係団体協議会長の石幡信会長が資料やスライド

を用いて、構成 13団体の沿革や活動内容を報告された。(P4に樋爪館懇話会の内容掲勒

才土地遺跡の遺構で今回検出された四面死掘立柱建物跡は、 1間×

1間と狭<住まいとしての機能はないと言われ、小堂の可能性が高い

と考えられる。廼己付資料より、一部EE二

紫波町発掘調査報告会が開催 町教委主催
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掘立柱建物の礎石出土状況
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第 153号
樋 八館 懇話会

≪≪4月行事予定のお知らせ≫≫

4月 21日
(日 曜 日)

令和6年度

定期総会

時間 :午後 1時 30分～ 2時 15分
場所 :赤石公民館 講堂

提出議案

1.令和 5年度事業報告および収支決算について

2令和 6年度事業計画および収支予算について

第149回
月例発表会

時間 :午後 2時 30分～4時 00分
場所 :赤石公民館 講堂

発表者 平 井 和 夫

テーマ 越前斯波氏 斯波郷長 (さ となが)、

越前国鞍谷 (く らたに)家相続
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でゝづめだて 2024(R6).2 25No153

令和 6年 3月 20日 開催 した月例発表会において、発表者が用いました資料から抜粋
し、さらに文章は縮めて、掲載 してお りますのでご理解 とご了承願います。

宇部真澄の「陸奥話記を読む⑥」
(36)貞任らの首級、京に入る
(康平六年)二月十六日に、将軍は貞任、経清、重任の二首級を朝廷に献じた。京都
人々はすばらしい見ものと評した。見物の人の牛車と牛車がぶつかり合い、観衆は肩と

肩が触れ合うほどの人出であつた。

入京に先だつて、首級を献上する使者は、近江の国甲賀郡に着いて、首級を開き三首級

を出して、その髪を洗い、櫛で統かせた。首桶を担いできた者というのは貞任で従者の

降伏兵であつた。彼らは主の髪を杭る櫛がないと訴えた。使者は「お前らが髪を杭いで

いる櫛があるだろう。それで首級の髪を杭けばよかろうJと言つた。首桶を担いできた

者は、そこで私用の櫛を取り出して主の髪を整えた。が、涙を流し咽び泣いて嘆いた。
「わたしの櫛で恐れ多くも殿の髪を杭こうとは考えもしなかつたものを」と。その悲哀

の様子は見るに忍びないものがであつた。観衆は皆同情の涙を流した。

(37)勲功の武臣への行賞
同じ二月二十五日、除日の時、殊勲の功績を賞して、頼義朝巨に官爵を授けて正四位

下伊予守とした。太郎義家に従五位下出羽守を与えた。次郎義綱を右衛門尉に任じた。

武則を従五位下鎮守府将軍とした。三首級を献上する使者を務めた藤原季俊を右馬允に

任じた。物部長瀬を陸奥大目とした。

(漢の国)東北辺境に住む戎や狭の勢力が増大であれば、中華に君臨する政府も制圧する

ことができない。こういうわけで、漢王朝の高祖皇帝は、平城で匈奴に包囲されて進退

に窮し、高祖に先立たれた呂后は匈奴王、冒頓の無礼な言葉を忍ばねばならなかつた。

我が王朝は上古にしばしば大事を起こして、国費を多く費やしたけれども、東夷は戦

いに大敗したことはない。坂面伝母礼麻呂(さ かものてもれまろ)は朝廷に賊夷の帰降を

許されんことを願い出て、ことごとく奥六郡の諸部族を帰服させ、ただ万代に語り継ぐ

栄誉を立てた。彼こそは守護神毘沙門天の化身であって、世に稀な名勝軍であつた。

それ以後、二百年の間に、あるいは一戦に勝利する功名を立てたり、あるいは智謀に

優れた能臣が帰順させようと六つの奇策を用いたりした。しかしながら、それらはただ

一部族一集落の夷を服従させただけであって、今まで華々しく兵威しめし。おしなべて

諸夷を処罰したことはなかつた。

しかし頼義朝臣|ま 自ら矢百 :こ立って、蝦夷の武威を粉砕したのである。世に卓越する

殊勲ではないか。

(39)自 サ事
今、陸奥の国府が上申した「国解 |の文から抄録し、都の多くの人々が語る話しを拾
い集めて、これを一巻の書に書き記した。しかし私は陸奥の国から遠く千里の地に居る

のだから、さだめし事実と異なることも多かろう。事実を知っている人が正してくれる

ことを願う次第である。 新編日本古典文学全集 41及び陸奥話記現代語訳 (西野耕三)

陸奥話記は未だその記す者を知らず。蓋し古代の管・江博士の徒の記せし所か。東監

に言う。「承元四年 (1210)庚午十一月二十二日丁未、奥州十二年合戦絵巻、京都よりこ

れを召し下さる。今日ご覧ず。仲業、仰せによりてその詞を詠み申す 云々」と。
その前九年絵なるもの、この話記にもとづき、もつてこれを画きしものか。

明和七年(1770)庚寅春二月二十四日
東都のこじゅう隊士 伊勢平蔵貞丈写す
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宮良男の「日本の仏教④曹洞宗(4)
院 (2)

7諸嶽山 総持寺
大雄山 最乗寺

神奈り1県 1911年 螢山 「師檀和合」 (内なる師僧、外なる檀越の和合

神奈川県 1394年 相模房道了 (修験道満位

の行者妙党=白 狐に誇
った大天狗=道了尊、

天狗は曹洞宗僧の侍者)

了庵が 1411年 に没する

縁日22日 、1876年赤坂に豊川稲荷別院

他に札幌、横須賀、大阪、福岡

山 号 寺院名 御本尊 所在地 倉」建 開山 記特

4 高松山 泉岳寺 釈迦如来 都一只

輸

東

高

16124 庵

関

門

宗

源の泉、海岳に溢るる

曹洞宗江戸三ヵ寺・関三ネJ(関府六ヵ寺)、 外桜田

から高輪へ,赤穂義士・浅野匠頭長矩の墓所

5 補陀山 長谷寺 釈迦如来 都

道

一ス

参

東

表

15984 庵

関

門

宗

永平寺東京別院、麻布観音 (十一面観音菩薩)

長谷式 (錫杖、右足前)、 20名 の雲水

6 万長山 高岩寺 延命地蔵

書薩

東京都1596引
巣鳴    |

扶嶽
‐
1891年上野下谷車坂から巣鳴に

太助 「地蔵尊印行のネL」 (と げぬき地蔵)縁 日4日

と天狗になり昇天する

大雄山最乗寺→ 、:｀

9 福地山 修善寺 大日如来 静岡県 807年 臭隣 真言宗→臨済宗 (蘭渓道隆)→ 1489年曹洞宗 (隆渓)
独鈷の湯 (修禅寺温泉)

10 三島山 法華寺 阿弥陀クロ来 静岡県 白鳳

三島市 時代

法相宗大興寺→華厳宗代用国分尼寺・法華寺→

807年竹林寺を1/1収 して真言宗→1489年曹洞宗

嘗て三島神社別当

11 奉安殿 護国院 釈迦女口来 1愛知県 1821年 瑞岡

1名古屋市  珍牛
豊雲軒、1958年永平寺名古屋別院

尾張徳川家の祈願所

12 黄梅山 正法寺 阿弥陀如来 愛知県 1903年 水野常倫が開山、愛知専門尼僧堂

13 円福山 正式洛 :円福山豊川閣妙巌寺 :日 本三大稲荷

豊す稲荷=叱裸尼天 (白 4Flに誇った霊神)

妙巌寺 |千手観音

菩薩

愛知県 1441年東海

豊川市   義易

11高 岡山
1瑞

龍寺 ″

1富

山

01645][世 lo前
田利常が禾り長の書提弔う

,菫ξ瑠嘱摯身

国
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紫波町文化財関係団体が報告 した樋爪館懇話会の団体沿革や活動内容を紹介 します。

○ 団体沿革

紫波町教育委員会が推奨した地区創造会議から発展し「赤石地区ひづめ館懇話会」
と称して平成 21年 7月 1日 設立。  その後、会員が赤石地区のみならず町外まで
広がりのため「ひづめ館懇話会」に改称。 さらに全国の樋爪姓の方の加入等により
令和 2年 4月 1日 「ひづめ」を漢字に改め「樋爪館懇話会」とす。

○ 活動内容 (令和 5年度実施事業)

1 月例発表会の開催
毎月第二水曜日、赤石公民館において開催。

会員自らが文献・書籍や現地踏査等により、調査研究
した結果について、印刷資料やスライ ドを用いて発表。
2 関係資料集の発行
樋爪館関係資料集 第 13号を令和 5年 12月 に発行。
内容は、前年度 (令和4年度)の月例発表会の資料から
集録編集し、外部印刷で 100部、仕様A4判サイズ
3.定期講演会の開催
年 2回、赤石公民館において外部講師を招聘し、平泉

↑樋爪館関係資料集や樋爪館等に係わる講演会の開催。
6月 11日 (日 )第 29回定期講演会
演題「南日詰大銀Ⅱ遺跡・北日詰城
内 I遺跡・北条館跡について」

発掘調査報告

講師 岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター

文化財専門景村田 淳 氏
12月 3日 (日 第 30回定期講演会
演題「戦国期の斯波御所と高水寺城」

講師 花巻市教育員会

文化財専門官 室野 秀文 氏

4.遺跡案内人活動の実施
(1)案内所開設
五郎沼古代ハス見学者へのボランティアガイ ド。 7月 15日 から17日 の3日
間計画したが、雨のため最終日の 1日 のみ実施 (当 日の来場者390人 )
(2)出前講座 (協力事業)
・紫波第一中学校 1学年 7月 19日 (水 )
コース別」 23名現地案内
「総合的な学習」紫波の歴史を学ぶ

【樋爪館跡周辺の歴史について】
・赤石小学校6年生全員 9月 13日 (水 )
紫波町の史跡現地案内

【樋爪館跡・五郎沼周辺遺跡】
。赤石小学校 6年生全員 9月 27日 (水 )
紫波町の史跡現地案内

【陣ケ岡史跡・ 高水寺城跡 】   ↑赤石小学校 紫波町史跡現地案内(9/27)|
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↑北条館跡の平安末期の溝と遺物出土状況
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